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西大和リハビリテーション病院を利用された皆様へ 

当院は、下記の研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情

報等を研究目的に利用又は提供することを希望されない場合、下記の問い合わせ先にお問い合わせ

ください。 

研究課題名 認知症患者における行動心理症状と認知機能, 日常生活活動との関連性

の検討 

研究責任者 本田 朝花 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 

研究責任者 西大和リハビリテーション病院 作業療法士 本田 朝花 

研究分担者 医療法人珪山会鵜飼リハビリテーション病院 作業療法士 

佐藤 英人 

研究分担者 医療法人三喜会鶴巻温泉病院 作業療法士 山口 拓也 

研究分担者 大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究科 博

士後期課程１年 作業療法士 後迫 春香 

研究分担者 医療法人えいしん会岸和田リハビリテーション病院 作

業療法士 天眞 正博 

研究分担者 大阪公立大学大学院リハビリテーション学研究科 准教授 

作業療法士 田中 寛之 

研究目的 高齢化に伴い、回復期リハビリテーション病棟においても認知機能の低

下を有する患者様に対する支援が必要であり、その中でも行動・心理症

状 (Behavioral and Psychological of Symptoms of Dementia; 

BPSD)と呼ばれる症状のうち、うつやアパシーは、リハビリテーション

の実施頻度や質にも影響することが知られています。その結果、日常生

活活動の改善に影響を及ぼす可能性が示唆されていますが、回復期リハ

ビリテーション病棟における認知症患者様のうつや、アパシーと日常生

活活動の改善の関連は明らにされていません。そのため、この研究の目

的は、BPSD と日常生活活動の改善度の関連を明らかにすることであ

り、本研究により、今後の認知症患者様へのケア方針を検討する一助に

なることを期待しています。 

研究の方法  

（使用する試料/情報） 

●対象となる患者・利用者様 

該当機関の回復期リハビリテーション病棟に入棟し、2025 年 4 月 1

日から 2028 年 3 月 31 日までに退院された 65 歳以上の患者様を対

象とします。 そのうち、診療録及び、Clinical Dementia Rating(CDR)

が 0. 5 以上かつ認知症の日常生活自立度Ⅱ以上の患者様が研究の対象

となります。情報・試料収集を行う入棟 2 週間経過時点と退棟時点より

1 週間以内に抗精神病薬, 抗うつ薬, 睡眠薬を新たに服用開始した患者
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様は対象から除外します。 

●使用する試料/情報 

対象者の性別、年齢、診断名、入院期間、脳画像所見、服薬状況、聴覚、

視覚障害の有無 Clinical Dementia Rating(CDR)、認知症高齢者の日常

生活自立度、Mini Mental State Examination-Japanese(MMSE-J)、

Functional Independence Measure(FIM)、Hyogo Activities of 

Daily Living Scale(HADLS) 、 Physical Self-Maintenance 

Scale(PSMS)、N 式老年者用日常生活動作能力評価尺度(N-ADL)、

Neuropsychiatric Inventory-Nursing Home version(NPI-NH)、

Cohen-Mansfield Agitation Inventory(CMAI)、Mini Nutritional 

Assessment-Short Form、Body Mass Index(BMI)、Charlson 

Comorbidity Index(CCI) 、 10m 歩 行 、 Pain Assessment in 

Advanced Dementia Scale(PAINAD)、Pittsburgh Rehabilitation 

Participation Scale(PRPS) なお、これらの情報は全て診療録もしく

は日常の作業療法内で得られた情報をもとに評価用紙に記入するため対

象患者に研究のための直接的な評価は行いません。 

試料/情報の他の研究

機関への提供 

医療法人えいしん会岸和田リハビリテーション病院 

医療法人珪山会鵜飼リハビリテーション病院 

医療法人三喜会鶴巻温泉病院 

大坂公立大学大学院リハビリテーション学研究科 

上記研究機関に試料/情報の提供を行います。 

個人情報の取り扱い 本研究で得られたデータは対象者が特定できないように匿名化した状態

で処理し,個人名は伏せ、代わりに管理番号を付して保存します。取得し

たデータは Research Electronic Data Capture(REDCap)システム

を用いて収集・管理し、閲覧は研究責任者、研究実施者、研究分担者の

みとし、厳重に管理します。 

REDCap 内で扱われるデータは, 対象者の氏名やカルテ番号等の個人

を特定できる情報は収集せずに登録対象者に関する照会はすべて登録番

号のみで行うため、登録番号と対象者情報の対応表を管理します。また、

得られたデータは研究以外の目的で使用しません。個人に関する情報と

管理番号の対応表はデータベースを保管しているパソコンとは別のウィ

ルス対策を施したパソコンに保存し、研究責任者のみが閲覧します。 

本研究の資金源 

（利益相反を含む） 

研究資金はありません。 

また、開示すべき利益相反はありません。 

お問い合わせ先 お問合せ先  ； 西大和リハビリテーション病院 

研究責任者 ；  本田 朝花 

電話番号   ； 0745-71-6688   


